
ハンドブック 

ワンポイント 
レッスン 

（財）日本ソフトテニス連盟　審判委員会

今回も２月号に続き、１級審判員検定会と１級審判員研修会で指導され

ている「質問に対する対応手順フローチャート」を紹介します。

なお、２月に各支部に送付された「審判技術マニュアル」DVDの補助

資料として活用してください。

質問に対する対応手順フローチャート

判　　定

質　　問

認 め な い 認 め る

タイム（サインとコール）
プレーヤー・監督を現場に
近づけない

正審と協議する
必要であれば痕跡の確認と報告

副　審

タイム
質問は１人
主張をよく聞く
ベンチに待機させる
副審と協議

正　審「明らかに○○です」

プレー再開 プレーを再開しない

プレーを再開しない

イエローカードの提示

イエローカードの提示

プレー再開

プレー再開

プレー再開 プレーを再開しない

プレーを再開しない

イエローカードの提示

イエローカードの提示

スコアの確認
ポイントのカウントコール

プレーを再開しない

レフェリーと連絡を取る
正審・レフェリー・競技責任者で協議
レッドカードの提示 → 失格を宣告
（レフェリーストップゲームセット）

プレー再開

「確認の結果○○でした」

判定を訂正する

スコアの確認
「ノータイム」
ポイントのカウントコール

「確認の結果○○でした」

スコアの確認
「ノータイム」
ポイントのカウントコール

「確認の結果○○でしたのでノーカウント」
（サービスではレット）
（副審はサインとコール）
スコアの確認
「ノータイム」
ポイントのカウントコール

プレーに支障なしプレーに支障あり

判定を変えない判定を変える


